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見開きの右ページ下部に 「次につなげよう」を掲載しています。
各時間の「問い」がつながり、単元を通して一貫した追究を進め
られます。

各単元の「つかむ」
場面に「学習問題」
をつくる活動を位置
づけています。

１単位時間の内容
を基本的に１見開き
（２ページ）で構成し
ています。

巻頭に「社会科の学習の進め方」の広く活用しやすいモデル図を
掲載し、問題解決的な学習の流れがわかるようにしました。

各見開きの左ページに 「この
時間の問い」を掲載し、学
習が「問い」で展開していく
流れを重視しました。

「まとめる」ページで
は、「思考ツール」な
どで学習を整理して
ふり返り、考えを伝え
合う対話的な学習
を多様に例示してい
ます。

学習を通して、どのような「見方・考え方」を主に働かせ
たかを、キャラクターのふきだしでふり返ります。

巻頭の 「社会科で使う見方・
考え方」 で、視点や方法を、キャ
ラクターのふきだしが具体的に、
わかりやすく例示しています。

「問題解決的な学習」の進め方が身につきます。

「調べたり考えたりする力」がつく教科書

本 時 次 時

「社会的な見方・考え方」を働かせた学びを促します。

対話的な学習を促し活発な表現活動につなげます。

p.84・85

p.97

ICTを活用した
表現活動の例も
掲載しています。

p.129 p.96・97

p.85〜87

p.6・7

p.5
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●動画
●ワークシート
●資料の読み取り支援
●クイズ式教材

「SDGs とつなげ
て考えよう」 は、
地域や社会、暮ら
しのあり方のこれか
らについて考えるこ
とを促します。

学習が今どの段階に
あるのかを毎時、イン
デックスで確かめら
れるようにしました。

�巻頭のモデル図で、「学習の進
め方」をふり返る視点を例示
し、学び方の改善につなげられる
ようにしています。

地域の必要に応じて選択して活用できるページを充実させました。
　◦自然災害から人 を々守る活動
　　地震・津波災害（p.82-97）
選6 水害 	 （p.98-109）
択6 火山災害	 （p.110-111）
　　雪害 	 （p.112-113）

　◦地域の発展に尽くした先人の働き
　　開発（p.130-151）
選6 教育（p.152-153）
択6 医療（p.154-155）
　　文化（p.156-157）

�紙面に印刷された二次元
コードから子ども自身が活
用できるデジタル・コン
テンツに簡単にアクセス
できます。

「つかむ」場面では追究の見通し（学習計画）の
立て方を丁寧に例示しています。

�実在する人物のインタビューを多数掲載（第４学年で75か所）しました。
その思いにも触れながら臨場感豊かに紹介しています。

�社会的な「選択・判断」
や、地域や社会のこれ
からについて「構想」
する学習場面を、 「つ
なげる」 として充実さ
せました。

ほかに…
●人々の健康や生活
　環境を支える事業
●県内の特色ある地域

選んで活用できる教材やデジタル・コンテンツが関心や意欲を高めます。

社会に生きる多様な人たちの姿から学べます。

「見通し」をもって追究を進められるようになっています。

「持続可能な社会」の実現に向けた「選択・判断」や「構想」などの場面を充実させました。

「主体的に楽しく学べる」教科書

「社会とつながる」子どもを育てる教科書

p.182

ここからアクセス

p.214・215

p.7

p.18

p.33

p.68

p.80・81
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カラーユニバーサル
デザインに配慮

感覚的に見やすく読み
やすいデザインに配慮

ユニバーサル
デザインフォントを使用

社会の多様性に配慮

特別支援・人権
教育への配慮

視覚や色覚、発達のあり方
が多様であることを前提に、
ユニバーサルデザインに配
慮しています。

色覚の個人差を問わず、より多くの人
に見やすい配色にしています。また図
版などは色だけでなく形や模様でも
判別できるようにしています。

資料のネームにカタカナの記号を付
けて共通理解を図りやすくしました。
折り返しの多い文章は、読みやすさ
を考慮して改行しています。

本文には、ロービジョン（弱視）や読み
に困難さがある学習障がいの子ども
にも読みやすく配慮した「ＵＤデジタル
教科書体」を使用しました。

学習活動の場面では、性や国籍の違
い、障がいの有無に関わらず多様な
子どもが互いに協力し合いながら取
り組む様子を描写しています。

図書の構成・内容 特に意を用いた点と特色 該当箇所
前の学年をふり返ろう
社会科で使う見方・考え方
他の教科などとのかかわり
社会科の学習の進め方

・第３学年の学習を想起するページを設けて、第４学年の学習へのスムーズな
接続を図り、関心や意欲を高めることができるようにしました。〈第１号〉

・社会科と他の教科等との学習連携を示した「他の教科などとのかかわり」を
掲載して、横断的な学びに向けて意欲を高められるようにしました。〈第１号〉

p．4

p．5

〇広げてみよう、市から県へ
〇みりょくがいっぱい！
　　知りたいな、47都道府県

・47都道府県について、日本各地の史跡や祭りなどと関わらせて関心や意欲
を高めながら学習することを通して、伝統や文化を尊重する態度が養われる
ようにしました。〈第５号〉

p．8-13

１ 県の地図を広げて ・県の地形や土地利用について学習することを通して、自然環境と人々の暮ら
しの関わりに気づくことができるようにしました。〈第４号〉

p．14-27

２ 健康なくらしとまちづくり
１ ごみはとどこへ
２ 水はどこから
２ くらしと電気

・ごみの処理が環境に負荷をかけることなく行われている様子を捉えることを
通して、環境の保全に寄与する態度が養われるようにしました。〈第４号〉

・ごみの減量化や節水のために自分たちにできることを考えて選択・判断する活
動を通して、社会の形成に参画する態度が養われるようにしました。〈第３号〉

p．30-49

p．70-71

３ 自然災害に備えるまちづくり
〇 地震にそなえるまちづくり
〇 水害にそなえるまちづくり

・自然災害から暮らしや地域を守るために、行政や自治会、民間企業などが協
力して対策に取り組んでいることを学習しながら、主体的に社会の形成に参
画する態度が養われるようにしました。〈第３号〉

p．80-109

４ �地域で�
　　受けつがれてきたもの

・地域の伝統的な行事が大切に受け継がれてきたことを捉える多様な資料を掲
載し、伝統と文化を尊重する態度が養われるようにしました。〈第５号〉

・地域の伝統行事や文化財を継承していくうえで大切なことを考えて選択・判断
する活動を通して、社会に参画する態度が養われるようにしました。〈第３号〉

p．114-129

p．129

５ �昔から今へと続く�
　　　　　　　まちづくり

・先人の努力によって発展してきた地域に愛着を抱くと共に、社会の形成に参
画する態度が養われるようにしました。〈第３号〉〈第５号〉

p．130-151

６ わたしたちの県のまちづくり
１ 焼き物を生かしたまちづくり
２ 昔のよさを未来に伝えるまちづくり
２ 自然を生かしたまちづくり
３ 国際交流がさかんなまちづくり

・様々な仕事や立場の人々が互いに協力しながら地域の発展・振興に努めてい
る様子を「〇〇さんの話」などから共感的に読み取ることを通して、勤労を
重んずる態度が養われるようにしました。〈第２号〉〈第３号〉

・地域で行われている多様な国際交流の様子を取り上げて、豊かな国際感覚が
養われるようにしました。〈第５号〉

p．162-197

p．200-209

４年生の学習をふり返ろう
SDGsとつなげて考えよう

・第４学年の学習を SDGsとつなげてふり返ることを通して、環境の保全に向
けて意識を高め、社会に参画する態度が養われるようにしました。

　〈第４号〉〈第５号〉

p．214-215

２．対照表

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

全ての子どもが “学び” やすくするための配慮

選
択

選
択

選
択
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判型 書体 造本・用紙造本上の
工夫

資料を大きく掲載でき
る幅広の判型です。ラ
ンドセルや机への収納
にも配慮しました。

フォントやポイントの違い
により、本文と資料、子ど
ものノート例などを見分け
やすくしています。

年間の使用に耐えうる堅固な製本
です。また、丈夫で軽量かつ写真
や挿絵の表現力の高い再生紙を使
用し、鮮明に印刷されています。

カリキュラム・マネジメントへの配慮

地図帳の活用 個に応じた学び 第３学年からの接続

教育の ICT 化への対応

国旗の取り扱い 道徳教育との関連

国際理解・グローバル教育への対応防災・安全教育への対応

●�社会科と他の教科等との学習連携を示したイメージ図「他の教科などとの
かかわり」を掲載し、横断的な学びが意識されるようにしました。（p.５）

●�学年１冊の分冊は、年間を通したカリキュラム・マネジメントに活用しや
すく、また、各単元の内容を関連づけながら学習を進めるうえで効果的です。

地図帳の使い方を詳
しく解説したページ
を設けています。
（p.10・11）

「もっと知りたい」ページは、意欲や
関心に応じて、さらに広く、深く学習
するときに活用することができます。
（p.172・173）（p.174・175）（p.198・199）

「前の学年をふり返ろう」は、
第３学年の学習内容・活動を想
起しながら、第４学年の学習へ
の関心や期待を高めます。（p．４）

●�紙面に印刷された二次元コードから、子ども自身が活用できるデジタル・コンテンツに簡単にア
クセスできます。動画、ワークシート、資料の読み取り支援、クイズ式教材など豊富に揃えまし
た。家庭での学習にも活用できます。

●�タブレット型端末などICT機器を活用している学習の様子や学習の例を積極的に掲載しています。
　（p．2・3）（p．8）（p．42）（p．68）（p．69）（p．96）（p．129）（p．208）
●�学習者用デジタル教科書と教材、教科書に準拠した指導者用デジタル教科書を発行します。指導
者用デジタル教科書には、動画、アニメーション、フラッシュ型教材などの各種のコンテンツや
機能を搭載します。

「アジアの中の福岡市」の地図上に各国
の国旗を示し、側注欄で国旗のもつ意
義や国旗は尊重されるべきものである
ことを記述しています。（p．205）

人間の尊重や公共の精神、生命や
自然に対する畏敬の念の涵養など、
教科の特性に応じた道徳教育を行
うことができます。（p．94-95）

「国際交流がさかんなまちづくり」で、地域で行われ
ている多様な国際交流の様子を取り上げて、国際理解
が進み、多文化共生社会に向けた意識を高められるよ
うにしました。（p．200-209）

「自然災害にそなえるまちづくり」で、公助・
共助・自助について考えることを通して、防
災について、意識を高めることができるように
しました。（ｐ．80-109）

今日的な課題への配慮

そのほかの取り組み
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●地域副読本を併用した「問題解決的な学習」の効果的な展開が可能

●「見方・考え方とはどういうことか」を巻頭でわかりやすく解説 ●�学習内容にそくして「見方・�
考え方」を提示

学習内容にそくして、「見方・考え方」を働かせた例を、
キャラクターのふきだしの中に太字で示しています。

巻頭に「社会科で使う見方・
考え方」 を掲載しています。
「時間」「空間」「関係」の視点
や、「比較」「関連」「総合」の
考え方について、具体的に、
わかりやすくガイドします。

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年
104-92 小学校 社会科 社会 第4学年

発行者の番号・略称 教科書の記号 ･番号 教科書名
17教出 社会 407 小学社会４

１．編修上特に意を用いた点や特色

「問題解決的な学習」の進め方が身につきます。

「調べたり考えたりする力」がつく教科書

「社会的な見方・考え方」を働かせた学びを促します。

●一貫した追究を進められる「次につなげよう」
各時間の「問い」や「予想」がつながり、単元を通して問題解決的な追究を進められます。

前 時 本 時 次時へ

p.59〜63

単元（学習のまとまり）の 「みんなでつくった学習問題」 と、単位時間ごとの中心的な問いである	
「この時間の問い」 を明示しています。教科書の流れにそくして、問題解決的な学習を進めること
ができます。

p.5

p.97
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●地域の必要に応じて選択して活用できるページが充実

●豊富なデジタル・コンテンツ
紙面に印刷された二次元コードから簡単にアクセスできます。
子ども自身が活用できるコンテンツが豊富です。

このほかにも「地域の発展に尽くした先人の働き」と「県内の特色
ある地域の様子」の学習に、選択して活用できるページがあります。

思考ツールを活用した表現活動など、学習内容に
応じた方法を多様に紹介しました。対話的な学習を効
果的に進めるうえで生かすことができます。

※�「地震・津波災害」と「水害」を主に位置づけて
同じボリュームで扱っています。

※�「水道」を主に位置づけて扱っています。

学習指導要領に例示されている選択肢の中から選んで活用するページが充実しています。

火山災害

水道

水害

雪害

電気

ガス

地震・津波災害

自然災害から
人々を守る活動

健康や生活環境を
支える事業

全62コンテンツ
（外部リンクを含む）
●動画
●ワークシート
●資料の読み取り支援
●クイズ式教材

●対話的な学習の方法を多様に紹介する「まとめる」ページ

対話的な学習を促し活発な表現活動につなげます。

選んで活用できる教材やデジタル・コンテンツが関心や意欲を高めます。

「主体的に楽しく学べる」教科書

ここからアクセス

p.110・111

p.80〜113

p.122・123

p.82・83

p.50・51

p.78・79
p.72・73

p.98・99

p.112・113
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75か所に
掲載

19か所に
掲載

●「〇〇さんの話」 ●学習段階「つなげる」 ●「SDGs とつなげて考えよう」

実際のインタビューに基づいているので
臨場感が豊かです。

社会的な「選択・判断」や、地域
や社会のこれからについて「構想」
する場面を、学習段階「つなげる」
としています。
（p.49、p.68-69、p.97、p.109、p.129）

第４学年の学習を「持続可能な開発目標
（SDGs）」の視点からふり返り、これからの
地域や社会、暮らしのあり方について考えるこ
とができるようにしました。

「見通し」をもって追究を進められるようになっています。

「社会とつながる」子どもを育てる教科書
社会に生きる多様な人
たちの姿から学べます。

「持続可能な社会」の実現に向けた「選択・判断」や
「構想」などの場面を充実させました。

●�追究の見通しの立て方を、�
ていねいに例示

●学年の学習をふり返る特設ページ

●�タブレット型
端末の活用の
しかたを解説
しています。

●�学習場面に応じた
「学びのてびき」
を適宜、提示して
います。

●各時間の学習段階を明示

学習が「つかむ」「調べる」「まとめる」「つなげる」
のどの段階にあるのかを毎時、確かめながら見
通しをもって学習を進めることができます。 「この
時間の問い」 の横に記載されています。

学習問題をつくったあと、「予想」
「調べること」「調べ方」 につ
いて考え、追究の見通しを立てる
場面を丁寧に例示しています。

巻頭に 「前の学年をふり返ろ
う」、巻末に 「４年の学習をふ
り返ろう」のページを設けまし
た。 学習内容だけでなく、どのよ
うな「見方・考え方」を主に働
かせて学んできたのかをふり返る
ことを示唆して、第５学年の学習
に生かしていけるようにしています。

 「学び方」を学べます。

p.2・3

p.214・215

p.33

p.167

p.212・213

p.18



― 4 ―

観点 内容の特色
教育基本法・学校教育法と
の関係

・教育基本法第１条の教育の目的及び同法第２条に掲げられた教育の目標を達成できるよう編集され
ている。また、同法第５条第２項の義務教育の目的及び学校教育法第21条に掲げられた義務教育の
目標並びに同法に定められた小学校の目的及び教育の目標を達成できるよう編集されている。

学習指導要領との関係 ・学習指導要領の目標・内容・内容の取扱いに準拠し、内容をもれなく扱い、適切に単元が構成・配
列されている。

・社会の変化や課題に自ら対応していく資質や能力を育成するために、問題解決的な学習を基調として
編集されている。

児童の発達段階に
対する工夫・配慮

・体験的な活動や、生活体験とつなげる考え方を重視して編集されていて、興味や関心を高めながら
学習に臨めるようになっている。

・グラフや地図、写真やイラストには適宜、着目ポイントが示されていて、資料の読み取りに困難が生
じないようになっている。

主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた配慮

・「問題解決的な学習の充実」、「自己調整力の育成」、「思考力・判断力・表現力の育成」、「社会的な見方・
考え方を働かせた学習」に配慮して編集されている（本表の下の各項目を参照）。

資質・能力への対応 ・「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱を踏まえ
て編集されている（本表の下の各項目を参照。「学びに向かう力、人間性等」については「自己調整
力の育成に向けた配慮」の項を参照）。

問題解決的な学習の充実に
向けた配慮

・小単元ごとに「みんなでつくった学習問題」、単位時間ごとに「この時間の問い」が例示されていて、
問題解決的な学習の展開が促されるようになっている。

・本時から次時へと学習をつなげる視点を示した「次につなげよう」が見開きページごとに掲載されて
いて、単元を通して追究の一貫性が保たれるようになっている。

自己調整力の育成に向けた
配慮

・見開きページごとに「つかむ」「調べる」「まとめる」「つなげる」のどの場面を学んでいるのかを確かめ
られる「インデックス」が設けられていて、見通しをもって学習を進められるようになっている。
・巻頭に問題解決的な学習の流れを一覧できる「社会科の学習の進め方」のページが設けられていて、
学習の進め方について見通しをもつことができるようになっている。（p.6・7）

・「社会科の学習の進め方」の中に学び方をふり返る視点を示した「学習の進め方をふり返ろう」が掲
載されていて、学習を自ら改善しながら進めていけるようになっている。（p.7）

・「つかむ」場面では、学習計画の立て方が丁寧に例示されていて、見通しをもった学び方を身につけ
られるようになっている。
・巻末の「４年生の学習をふり返ろう」の中に、働かせてきた「見方・考え方」についてふり返る視点
が記載されていて、第５学年の学習に生かすことを促されるようになっている。（p.212・213）

思考力・判断力・表現力の
育成に向けた配慮

・「まとめる」ページでは、文章にまとめる、発表する、話し合うなどの多様な対話的な活動の例が紹
介されていて、思考力・判断力・表現力が育成されるようになっている。

・「つなげる」ページでは、社会的な「選択・判断」をしたり、地域のこれからについて「構想」したりする、
取り組みやすくて多様な対話的な活動の例が紹介されている。（p.49、p.68・69、p.97、p.109、p.129）

知識・技能の定着に向けた
配慮

・問題を解決していくうえで重要な言葉である「キーワード」が、必要に応じて語句解説も加えて側注
欄に記載されていて、学習内容の習得が図られるようになっている。

・技能について解説した「学びのてびき」のコーナーが、学習活動の流れにそくして適宜設けられてい
て、学習を進めていくうえで必要な技能を系統的に習得できるようになっている。

「社会的な見方・考え方」を	
働かせた学習

・巻頭に「社会的な見方・考え方」とはどのようなことかを、第４学年の内容にそくして捉えることが
できる「社会科で使う見方・考え方」のページが設けられていて、「見方・考え方」を働かせた学習
が促されるようになっている。（p.5）

・「まとめる」ページでは、単元の学習で働かせた「見方・考え方」の例が、ふくろう博士のキャラクター
のふきだしで示されている。（p.27、p.49、p.69、p.97、p.109、p.129、p.151、p.171、p.187、p.197、p.208）

地図帳の活用 ・地図帳の活用を促すページが設けられている。（p.10・11、p.14）

ICT活用への対応 ・タブレット型端末など ICT機器の学習内容に応じた多様な活用の例や様子が、写真やイラストで紹
介されている。（p.2・3、p.8、p.42、p.68、p.69、p.129 ほか）

・教科書の紙面に印刷された二次元コードから、子ども自身が学習に活用できる動画、ワークシート、
クイズ式教材などの多様なデジタル・コンテンツに簡単にアクセスできるようになっている。
・学習者用デジタル教科書と教材、教科書に準拠した指導者用デジタル教科書が発行される。指導者
用デジタル教科書には、動画などの各種のコンテンツや機能が搭載される。

検討の観点と内容の特色



― 5 ―

他教科との関連 ・社会科と他の教科等との学習連携を示したイメージ図「他の教科などとのかかわり」が巻頭に掲載
されていて、横断的に学習を進めていくべきことが意識されるようになっている。（p.５）

人権への配慮 ・学習活動の場面では、性や国籍の違い、障がいの有無に関わらず多様な子どもが互いに協力し合い
ながら取り組む様子が描写されている。（p.もくじ、p.49、p.68・69 ほか）

・「水害にそなえるまちづくり」の単元では、障がいのある人などに配慮した避難体制づくりに取り組
んでいる市の事例が紹介されていて、様々な立場の人が共に生きる社会の形成に向けて意識を高め
られるようになっている。（p.103）

印刷・造本 ・資料を大きく掲載できる幅広の判型であり、ランドセルや机への収納にも配慮されている。
・年間の使用に耐えうる堅固な製本であり、丈夫で軽量かつ写真や挿絵の表現力の高い再生紙が使用
されている。環境への配慮から、再生紙と植物油インキが使用されている。

・表紙は抗菌加工されている。

書体・ポイント ・ユニバーサル・フォントの使用を基本とし、本文には、ロービジョン（弱視）や読みに困難さがある学
習障がいの子どもにも読みやすく配慮した「ＵＤデジタル教科書体」が使用されている。

・フォントやポイントの違いにより、本文と資料、子どものノート例などを見分けやすくしている。

表記・表現 ・第３学年までの配当漢字は、漢字による表記が基本とされている。第４学年以上の配当漢字や固有
名詞、社会科用語等には、見開きごとに「ふりがな」が付され、それとともに、平易な文章表現や
語句解説により読解に負担がかからないよう配慮されている。

・１文が数行にわたる場合には、読みやすい箇所で改行されている。

特別支援教育に
関わる配慮

・障がいの有無や特性の如何に関わらず、誰もが読みやすいユニバーサルデザインの考え方に基づい
て紙面が作成されている。色覚の個人差を問わず、より多くの人に見やすい配色になっている。また
図版などは色だけでなく形や模様でも判別できるようになっている。

・見開きページごとに学習活動を３段階で示した「活動」を掲載して、誰にもわかりやすく学習の進め
方が示されている。

単元名・小単元名 学習指導要領の内容 該当ページ 配当時数
〇 広げてみよう、市から県へ�
〇 みりょくがいっぱい！�
　　　知りたいな、47都道府県

（１）都道府県の様子 （１）-ア（ア）（イ）
p.8-9 
p.10-13

3

１　県の地図を広げて （１）都道府県の様子 （１）-ア（ア）（イ）、イ（ア） p.14-27 ７

２　健康なくらしとまちづくり （２）�人々の健康や生活環境を支える事業 p.28-79 29

　　１　ごみはどこへ 廃棄物の処理 （２）-ア（イ）（ウ）、イ（イ） p.30-49 15

　　２　水はどこから 飲料水 （２）-ア（ア）（ウ）、イ（ア） p.50-71 14

　　２　くらしと電気 電気 （２）-ア（ア）（ウ）、イ（ア） ｐ．72－77 −

３　�自然災害にそなえるまちづくり （３）�自然災害から人々を守る活動 p.80-113 10

　　　〇 地震にそなえるまちづくり 地震・津波災害 （３）-ア（ア）（イ）、イ（ア） p.82-97 10

　　　〇 水害にそなえるまちづくり 水害 （３）-ア（ア）（イ）、イ（ア） p.98-109 10

４　地域で受けつがれてきたもの （４）県内の伝統や文化 （４）-ア（ア）（ウ）、イ（ア） p.114-129 10

５　昔から今へと続くまちづくり （４）先人の働き （４）-ア（イ）（ウ）、イ（イ） p.130-159 13

６　わたしたちの県のまちづくり （５）県内の特色ある地域の様子 p.160-211 18

　　１　焼き物を生かしたまちづくり 地場産業 （５）-ア（ア）（イ）、イ（ア） p.162-171 6

　　２　�昔のよさを未来に伝えるまちづくり 伝統的な文化 （５）-ア（ア）（イ）、イ（ア） P.176-187 ６

　　２　自然を生かしたまちづくり 自然環境 （５） ア（ア）（イ）、イ（ア） p.188-197 ６

　　３　国際交流がさかんなまちづくり 国際交流 （５）-ア（ア）（イ）、イ（ア） p.200-211 ６

計 90

２．対照表

選
択

選
択

選
択


